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A ・5　 ノ ン パ ラ メ トリッ ク平 滑化処理 に よ る 市区町

　　 村別 S鋼 冠 疾病地 図ア ニ メ
ー

シ ョ ン の 作 製

　　　　　　　広島大 ・原 医研 　大　瀧 　　　慈
＊

　　　　　広島県立 保健福祉 大　川　崎　裕　美

　　　　　　　広島大 ・原医研　佐　藤　健
．一

　　　　　　　　　広島大
・
理 柳 原 宏 和

　　　　　　国立 が ん セ ン ター lir 口 直 入

　本研究 は
， 任意年次時点 で の 各種 死 囚別死亡 危険

度地図作製 の た め の コ ン ピ ュ
ー

タ シ ス テ ム を開発す

る こ と を 目的 とす る。B ．．ス プ ラ イ ン 法 に よ る ノ ン

バ ラ メ トリ ッ ク平 滑化 曲 線 と 2 次 まで の 多項 式 の う

ち ， 予 測 誤 差 が 最 小 に な る よ う な もの を AIC 基準の

適用 に よ り自動的 に 出力す る ソ フ トゥ ェ ア ，
BSFIT

を月］い て，全「司 3320
．
市区 1［［」

．
村 こごと に 1975〜1994 年

の 期間の 死因別標準化死 亡比 に 対す る 経年変化曲線

を求 め ， そ の 期間内 の 任意時点 で の 平滑化値 （平滑

化 SMR ）を取 り出す こ と に よ っ て ， それ ら を地 図 表

示 す る た め の シ ス テ ム を 開発 した 。

7 月 27 日 （木）（午後 　B 会 場 ）

共 通 テ
ーマ ：統 計 学 に お け る イ ン ター

ネ ッ トの 高度

　　　　　　利 用 （2）

　オ ーガ ナ イザー　統計数理．研　中　野　純　司

　　　　　　座長　統計数理研　中　野　純　司

B −10nline 　Program 　for　Statig．　tical　Compating

　　
− APackage 　for　Variable　Se匡ect 置om 一

　　　　　　　　岡山理科大学　森　　　裕　
一＊

　　　　　　　　　　 岡山大学　飯　塚　誠 　也

　　　　　　　　　　 岡山大学　垂 　 水 　共　 之

　 wWw ．．ヒに お け る様 々 な統計 パ ッ ケ
ー

ジ の 特 徴 を

考察 し，我 々 の 開発 した 主成分分析 に お け る変数選

択プ ロ グ ラム の Web バ ージ ョ ン
‘‘
VASPCAIWeb ”

を HTML と CGI を利用 した サ ーバ サ イ ドの オ ン

ラ イ ン プ ロ グラ ム の 実 例 と して ，そ の 仕 様 や 効 果 を

検討した．

B ・2Am 員xcd 　 user 　 iitterface　 f  r 　 a 　 sta 色istical

　　 sy 呂te贈

　　　　徳島文
．
理 大学 ・工 学部　山　本　Ei亅 和

＊

　　　　　総 合 研 究 大 学 院 大 学　藤　原 　 丈 　 史

　　　　　　　統言「
．
数理 研究所　中　野 　純　

．
司

　　　　徳島文理大学 ・⊥ 学部 小 林 郁 典

　わ れ わ れ が 開発 し て い る統計解析 シ ス テ ム Jasp
の，GUI と CU 工を 独 立 に し か も相 互 補間 的 に 用 い る

こ との で き る
“
混合 型 ユ

ーザ イ ン タ フ ェ
ーズ

’
に つ

い て 報告 す る．GUI で は ， ア イ コ ン に よ る解析履歴

や グ ラ フ ，デー
タ の 表 示 を 行 な い ，ア イ コ ン を直接

操作 して 解析 を 行 な t／．CUI で は，　Jasp言語 に よ る

プ ロ グ ラ ミン グ と コ マ ン ド人力 に よ る解析が 可能で

あ る．CUI に お い て 行な っ た 操作の 結 果 は GUI に 反

映 され る。GUI 操作に対応 す る コ マ ン ドは CUI に 表

示 され る．したが っ て ， 利用者 は GUI と CUI を自由

に 移動 で き る．本 シ ス テ ム は Javaに よ っ て 実現 さ

れ て い る た め javaが サ ポー
トす る 多 くの 計算機、ヒ

で 実行 で き ， ア プ レ ッ トと し て ブ ラ ウザ 上 か ら利用

す る こ と もで き る。

駐一3Deve 藍  P五ng 　An 　Web 　Statist量cal 　S矼，ftware沁

　 　 Kerea

　　　　　　　　 Soong　Sil　Univ、　 Jung　Jin　Le♂

　　　　　　　 Soong　Sil　Univ．　Gunseog　Kan9

　 NetWOrk　teChno】Ogies 　lnake 　an 　internet　int〔〕rVl ・

ewing 　 and 　 ol1・liDe　 data　 processing　possible　 arld

create 　challengillg 　tasks 　tc） deve1  p　an 　interrlet−

based　statistical　software 　for　its　i恥 plernentatiorl．

This　paper　discusses　 strategies 　in　developing　an

web 　 statistical 　 softwal
’
e 　 in　 Korea 　 and 　 demon ．

strates 　a　pr〔，totype　syste 【n ．

B −4Lea 面 職 g 跏 d　 Teaching 　 Statistics童n　 a

　 　 Networked 　Wor 匡d

University　of　Hagen、　Economics　Dept．

　　　　　　　　　　　　 Hans ．Joachim　Mittag

　工n しcractive 　learning　env ｛romnents 　and 　1皿u1−

timedia　courses 　ain ユ at　mecting 　today
’
s　enormous

delnand　for　individua］］y　tailored　educationa ！and

vocational 　 training ，　 Multimedia 　 resources 　 and

net −operating 　 software 　 have　 already 　 started 　 to

dramatical！y 　chal19e 　the　style 　of 　teaching　in　every

discipline、

　 The　scope 　of　XS「叺r“r−supPorted 　education 　is

being　alnply 　de1皿onstrated 　by　rneans 　〔｝f　an 　in−

nQvative 　multimedia 　softwarc
‘‘Descriptive　Stat．is−

tics　 and 　Exploratory 　 Data 　Analysis”．　The 　 soft −

ware 　represellts 　an 　animated 　textbo〔，k　 c 〔〕ntailユing

amult ／ituc｛e く）f　linked　multimedia 　c（，mponents 　 and

interactive　experiments ．

　 Urlfぐ）rtunat ．ely
，
　the　development 　 of 　high−quality

mu ［timedia　Iearning　systerns 　is　vastly 　 more 　expen −

s呈ve 　than　traditional　 textbook 　development、

Hence　internatienal　cooperation ，　airning 　at　jointly
using 　multimedia 　components 　and 　exchangi   such

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


